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第1章　製品概要

1　プログラム概要
1－1　機能および特長
「水道施設設計指針2000年版　日本水道協会」に定められている配水施設の水圧に関する規定を照査するために、最も
一般的な上水道を対象とした配水システムについて管路網の解析を行います。管路網の解析とは、節点を結ぶ管路の集まり
としてモデル化した管網（管路網）を作成し、管の内径、管路長さ、節点における消費量を入力条件として、節点ごとの全水頭
と管路ごとの流量を算出するもので、本システムでは、管網を地区単位で扱い、同時に複数の地区を対象とした解析を行うこ
とができます。

管路網は、ある特定の管で水がよどむことなく、全ての管路に水が流れるように設計しなければなりません。ちなみに、水道
施設設計指針では、配水施設の水圧について、下記の規定を設けています。
(1)配水管から給水管に分岐する箇所での配水管内の最小動水圧は、150kPa（0.15MPa）以上確保する。
(2)配水管から給水管に分岐する箇所での配水管内の最大静水圧は、740kPa（0.74MPa）を超えないこと。

また、補修や事故が発生した場合でも供給が途絶えることがないように、ある配水地点に対して、複数の経路を計画する必
要があります。本製品の主な制限数は次の通りです。

■　最大地区数：20
■　最大管路数：9999
■　最大節点数：1地区あたり999節点
■　管種テーブル：最大30種類登録可能

1－2　参考文献
■　水道施設設計指針2000年版　日本水道協会
■　コンピュータ水理学入門　サイエンス社
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2　フローチャート

開始

入力

計算実行

図面作成

結果確認

終了

計算書作成

基本条件

3D描画設定

管種テーブル

節点 /管網データ
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第2章　操作ガイダンス

本操作ガイダンスでは、サンプルデータ「Sample-2地区(管網図なし).f7q」、「Sample-ABC地区.f7q」を例題として作成しま
す。
Sample-2地区(管網図なし).f7q ：管網図を作成せず、計算のみ行う場合のサンプルデータ
Sample-ABC地区.f7q 　：管網図を作成する場合のサンプルデータ
サンプルデータは、管鋼の設計インストールフォルダにある「Data」フォルダ配下にあります。
各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。

1　入力＜管網図なし＞
管網図を作成せず、計算のみ行う場合のサンプルデータ「Sample-2地区(管網図なし).f7q」を例に作成します。

1－1　新規入力
初期入力を行います。

 

画面上部の「入力」、「計算実行」、「計算確認」、「計算書作
成」、「図面作成」のボタンで処理モードを切り替え、設計を進
めます。
「入力」モードにおいて、入力項目をクリックすると入力画面
が開きます。
条件の入力（「入力」）が終了しますと「計算実行」ボタンがク
リックできるようになり、計算を実行後、「結果確認」、「計算
書作成」に移行できるようになっています。

「初期入力」にチェック、「管網図を作成する」のチェックを外
し、確定ボタンを押します。

操作ガイダンスムービー
Youtubeへ操作手順を掲載しております。
管網の設計・CAD
操作ガイダンスムービー(7：26)
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1－2　基本条件
基本条件を入力します。

「基本条件」をクリックします。

一般事項
名称：「コンピュータ水理学の計算例」
水系名称：「水系A」
記事：「なし」

基本事項タブ
流量計算精度：「0.01リットル/sec」にチェックをつけます。

地区別最大給水量
下記の通り入力します。
No. 地区名 火災時(1人あたり) 時間係数 地区人口
1 a 100.0 1.5 54863
2 b 100.0 1.5 40176

平常時：自動計算された値(火災時の1人最大給水量×最大時
間比)がセットされます。

解析条件タブ
値の変更はありません。
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1－3　管種テーブル
管種データを入力します。

1－4　節点/管網データ
管網を作成します。

「管種テーブル」をクリックします。

下記の通り入力します。
No. 名称 略称 呼び径(D) 流速係数(C) 色
1 塩化ビニール aaa 102 110 ■
2 塩化ビニール bbb 127 110 ■
3 塩化ビニール ccc 152 110 ■

色の選択方法：「色」の入力欄をクリックし、「色の設定」画面
を表示します。その中から該当する色をクリックし、「OK」ボタ
ンをクリックします。ここで指定した色は、管網図編集、３Ｄ描
画などに使用します。

「節点/管網データ」をクリックします。

節点データおよび管路データを設定します。
管網図を作成しない場合（初期入力時に「管網図を作成する」
にチェックを付けなかった場合）は、本画面にて節点および管
路を登録してください。
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地区「a」の節点データを入力します。
編集する地区の選択：「a」

固定節点データ
下記のとおり、入力します。
節点No. 管頂高 動水位 H.W.L L.W.L
2 0.5 32.83 40.0 0.0

流出節点データ
下記のとおり、入力します。
節点No. 管頂高 人口 平常時加算

分流出量
火災時加算
分流出量

1 0.5 26870 0.0 0.0
3 0.5 9763 0.0 0.0
4 0.5 9504 0.0 0.0
5 0.5 8726 0.0 0.0
6 0.5 0 46.5 0.0

人口：その節点の人口を入力します。入力した人口の合計が、
「基本条件」で設定した「地区人口」と一致しない場合、確定
時に警告が表示されます。
平常時一般分流出量/火災時一般分流出量：自動計算された値
（人口×1人あたりの最大給水量（基本条件で入力））がセット
されます。※基本条件では1人あたりの給水量を「リットル/日」
で入力していますが、ここでは、1/(24*60*60)で「リットル/sec」
に換算しています。
平常時合計流出量/火災時合計流出量:自動計算された値（一
般分流出量＋加算分流出量）がセットされます。

地区「b」の節点データを入力します。
編集する地区の選択：「b」

固定節点データ
下記のとおり、入力します。
節点No. 管頂高 動水位 H.W.L L.W.L
10 0.5 15.31 62.0 0.0

流出節点データ
下記のとおり、入力します。
節点No. 管頂高 人口 平常時加算

分流出量
火災時加算
分流出量

7 0.5 27216 0.0 0.0
8 0.5 12960 0.0 0.0

人口：その節点の人口を入力します。入力した人口の合計が、
「基本条件」で設定した「地区人口」と一致しない場合、確定
時に警告が表示されます。
平常時一般分流出量/火災時一般分流出量：自動計算された値
（人口×1人あたりの最大給水量（基本条件で入力））がセット
されます。※基本条件では1人あたりの給水量を「リットル/日」
で入力していますが、ここでは、1/(24*60*60)で「リットル/sec」
に換算しています。
平常時合計流出量/火災時合計流出量:自動計算された値（一
般分流出量＋加算分流出量）がセットされます。

畑などでの水の使用量により換算した人口を設計者判断で入
力いただく必要がございます。
(Q1-40参照)
https://www.forum8.co.jp/faq/win/kanmouqa.htm#q1-40
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以上で入力は終わりです。
この後、計算実行、結果確認を行う場合は、「3 計算実行」へ進んでください。

2　入力＜管網図あり＞
管網図を作成する場合のサンプルデータ「Sample-ABC地区.f7q」を例に作成します。

2－1　新規入力
初期入力を行います。

管網データタブをクリックします。

下記のとおり、入力します。
No 管路No 始端節点No 終端節点No 管種呼び径 距離
1 1 2 1 152 500.0
2 2 1 3 152 250.0
3 3 2 3 152 559.0
4 4 2 4 127 250.0
5 5 3 4 102 500.0
6 6 3 5 127 300.0
7 7 4 5 102 583.0
8 8 4 6 152 500.0
9 9 5 6 127 538.0
10 11 8 7 102 316.0
11 12 10 8 152 316.0

「初期入力」にチェック、「管網図を作成する」「地区情報をイ
ンポートする」にチェックをつけ、確定ボタンを押します。

「ファイルを開く」ダイアログで、サンプルデータと同じフォ
ルダにある地区エディタデータファイル「Sample -ABC地
区.FAE」を選択し、「開く」ボタンをクリックします。
※サンプルデータは、管鋼の設計インストールフォルダにある
「Data」フォルダ配下にあります。
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2－2　基本条件
基本条件を入力します。

「地区情報のインポート」画面が表示されます。

＊地区情報は、地区エディタにて作成いたします。
地区エディタにつきましては、<7地区エディタ>62ページ参照。
地区情報は、地区エディタのデータがなくても地区を設定する
ことで入力可能です。
 
「地区情報のインポート」画面で、「▼全て追加」ボタンをク
リックし、全地区情報を「インポートする地区情報」欄にセット
します。

「基本条件」をクリックします。
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2－3　管種テーブル
管種データを入力します。

一般事項
名称：「A.B.C地区」

「基本事項」タブ
流量計算精度：「0.01リットル/sec」にチェックをつけます。

インポートした地区情報の値が自動的に設定されます。
入力の必要はありません。

(Q1-5参照)
https://www.forum8.co.jp/faq/win/kanmouqa.htm#q1-5
時間係数を設定または自動計算する機能はございませんが流
出量を加算分を正値、減算分を負値として各流出点ごとに入力
することができます

「解析条件」タブ
値の変更はありません。

「管種テーブル」をクリックします。
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2－4　節点/管網データ
管網を作成します。

下記のとおり、入力します。
No 名称 略称 呼び径(D) 流速係数(C) 色
1 φ100 D10 100 110 ■を選択します
2 φ150 D15 150 110 ■を選択します
3 φ200 D20 200 110 ■を選択します
4 φ250 D25 250 110 ■を選択します
5 φ300 D30 300 110 ■を選択します
6 φ350 D35 350 110 ■を選択します
7 φ400 D40 400 110 ■を選択します
8 φ450 D45 450 110 ■を選択します
9 φ500 D50 500 110 ■を選択します
10 φ600 D60 600 110 ■を選択します

「節点/管網データ」をクリックします。

節点データおよび管路データを設定します。
管網図を作成する場合（初期入力時に「管網図を作成する」に
チェックを付けた場合）、まず「管路図編集」画面にて管路図
を作成します。
その後必要があれば、「節点/管網データ」画面で既存の節点、
管路についての修正を行います。

基図画像
本設定は新規時のみ有効になります。

参照ボタンをクリックします。
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ファイルを開くダイアログが表示されます。

サンプルデータと同じフォルダにある「map1.tif」を選択し、開
きます。※サンプルデータは、管鋼の設計インストールフォルダ
にある「Data」フォルダ配下にあります。

ファイルが選択されていることを確認し、確定ボタンをクリッ
クします。

※地区情報をインポートした場合は、スケールは『地区エディ
タ』で設定したものを採用しますので、本ダイアログで変更す
ることはできません。

管網図編集の画面が表示されます。

管網図の作成
左図のような管網図を作成します。
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※図中の数字は、節点番号です。

管路図編集画面の操作方法
■基図画像の透過率：上部のスライダーを操作して、基図画像
の透過率（透明具合）を変更します。

表示メニュー
部分拡大：拡大したい範囲をマウスで矩形選択します。点線表
示になった時点でダブルクリックをして下さい。点線範囲が拡
大表示されます。
拡大：選択するたびに、画面全体が少しずつ拡大されます。
縮小：選択するたびに、画面全体が少しずつ縮小されます。
スクロール：選択するとチェックマークが付きます。その状態
で、画面上で左クリックしながら、お考えの位置にずらして下
さい。このスクロールモードを解除したい場合は、チェックマー
クを外して下さい。
実寸表示：実寸で表示します。
全体管網表示：入力済みの管網全体が表示されます。
全体基図表示：基図全体を表示します。
マウスホイールスクロール：マウスホイールで画面がスクロール
します。この時のスクロール方向を垂直方向にするか水平方向
にするかを指定して下さい。
節点番号を表示する：節点番号を表示する際に選択して下さ
い。逆に、非表示にする時は「節点番号を表示しない」を選択
し直して下さい。
中間節点記号を表示する：中間節点記号を表示する際に選択
して下さい。逆に、非表示にする時は「中間節点記号を表示し
ない」を選択し直して下さい。
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管路No.1：節点No.1－節点No.2

入力方法
プルダウンメニュー「管網」－「新規作成」もしくは、地図上で
右クリックし、右クリックメニューから「管網－新規作成」を選
択します。

GUI上で管路を作成する
(Q1-33参照)
https://www.forum8.co.jp/faq/win/kanmouqa.htm#q1-33
・管網図編集画面上で右クリックから管網-新規作成を選択
・管路の始点から順に節点を左クリックしていき、終点でダブ
ルクリックする
・管網の設定画面が表示されるのでそれぞれ適切な値を設定
して確定
・全ての地区を定義し終わったら終了をクリックする

始点となる位置でクリックします。

(折れ曲がった管路は、曲がり角ごとに左クリックすることで折
れ線を描きます。)

終点となる位置で右クリックし、右クリックメニューより「決
定」をクリックします。
→「管網の設定」画面が表示されます。

管網の設定
始端節点、終端設定、管路の設定を行います。

管路No.1：節点No.1－節点No.2
左図の通り入力します。
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管路No.2：節点No.2－節点No.3

始点となる位置でクリックします。

既にある節点を始点/終点として指示した場合、以下のメッセー
ジが表示されます。
「OK」ボタンをクリックし、設定を進めます。

終点となる位置で右クリックし、右クリックメニューより「決
定」をクリックします。
→「管網の設定」画面が表示されます。

管網の設定
始端節点、終端設定、管路の設定を行います。

管路No.2：節点No.2－節点No.3
左図の通り入力します。

操作を繰り返し、管網図を作成していきます。
「管網の設定」画面のX座標、Y座標、距離は全く同じ値でなく
ても構いません。

作成が終わりましたら終了をクリックします。
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管路No.3：節点No.3－節点No.4

管路No.4：節点No.3－節点No.5
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管路No.5：節点No.5－節点No.6

管路No.6：節点No.3－節点No.7
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管路No.7：節点No.7－節点No.8

管路No.8：節点No.8－節点No.9
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管路No.9：節点No.9－節点No.10

管路No.11：節点No.9－節点No.12
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管路No.12：節点No.12－節点No.13

管路No.13：節点No.12－節点No.13
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管路No.14：節点No.10－節点No.14

管路No.16：節点No.14－節点No.15
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管路No.17：節点No.10－節点No.14

管路No.18：節点No.10－節点No.16
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管路No.19：節点No.16－節点No.17

管路No.20：節点No.16－節点No.14
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管路No.21：節点No.16－節点No.17

管路No.22：節点No.15－節点No.18
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管路No.23：節点No.18－節点No.19

管路No.24：節点No.19－節点No.20
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管路No.25：節点No.20－節点No.21

管路No.26：節点No.18－節点No.21
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管路No.27：節点No.18－節点No.22

管路No.28：節点No.21－節点No.22
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管路No.29：節点No.21－節点No.23

管路No.30：節点No.22－節点No.24
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管路No.31：節点No.22－節点No.25

節点データタブ　編集する地区の選択：A地区

編集する地区の選択：B地区

管網図編集を終了すると、節点/管網データ画面が表示されま
す。管網図を作成する場合（新規入力時に「管網図を作成す
る」にチェックを付けた場合）、この画面では既存の節点、管路
の修正のみ行います。
左はサンプルデータにおける「節点/管網データ」画面です。
内容確認し、必要があれば、修正を行ってください。
OKでしたら、「確定」ボタンをクリックします。
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編集する地区の選択：C地区

管網データタブ

2－5　3D描画設定

「3D描画設定」をクリックします。

モデルを実際のスケールで3D描画した場合に、規模によって
は管路が細くなりすぎて表示されないようなケースがありま
す。
そのような場合に、本ダイアログの設定値にて管路が表示され
るように調整を行ってください。
本モデルでは値の変更はありません。
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3　計算実行

4　計算確認
4－1　平常時・火災時

「計算実行」をクリックします。

計算が実行され、「計算確認」モードの画面に切り替わりま
す。

「平常時・火災時」をクリックします。

平常時と火災時の両ケースの結果を同時に確認します。結果
総括表【平常時＋火災時】が表示されます。
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4－2　平常時のみ　火災時のみ

4－3　管網図

上部の地区、ボタンで確認したい内容を切り替えます。
印刷・保存を行う場合は、「印刷」ボタン右の「▼」をクリック
し、処理内容を選択します。
確認が済みましたら、「閉じる」ボタンをクリックします。

各ボタンの表示内容は、以下のとおりです。

総括表：全管路、全結果を表示します。

平常時流向Check：平常時の流量がマイナスの管路のみを表
示します。

平常時流速Check：平常時の流速が判定基準値を超過する管
路のみを表示します。

平常時動水圧Check：平常時の動水圧が判定基準値を超過す
る管路のみを表示します。

火災時動水圧Check：火災時の動水圧が判定基準値を超過す
る管路のみを表示します。

平常時静水圧Check：平常時の静水圧か判定基準値を超過す
る管路のみを表示します。

「平常時のみ」「火災時のみ」をクリックすると、平常時、火災
時の結果のみを確認します。

上部の地区、ボタンで確認したい内容を切り替えます。
※ボタンをクリックして、表示される内容は、結果総括表【平常
時＋火災時】と同じです。

「管網図」をクリックすると、管網図を作成している場合に
は、管網図による結果確認ができます。

上部のボタンで、「平常時＋火災時」、「平常時のみ」、「火災常
時のみ」どの結果を表示するか切り替えます。

確認したい管路をマウスクリックし、結果を下部に表示しま
す。
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5　計算書作成

6　図面作成

「計算書作成」をクリックします。

画面左より、印刷したい内容のメニューをクリックし、プレ
ビューを表示します。

全印刷：設計条件並びに解析結果一覧表を同時に印刷しま
す。
結果一覧：解析結果一覧表のみを印刷します。

印刷・保存を行う場合は、上部のアイコンをクリックします。

「図面作成」をクリックします。
図面生成、生成した図面の表示・編集・出力などを行います。

画面左「生成条件」をクリックし、「生成条件」画面を表示しま
す。
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必要であれば、図面生成に関する各種設定を行います。

「図面生成」をクリックします。
図面生成、「図面確認」画面が表示されます。

図面を表示している状態で「編集」ボタンをクリックし、「図面
の編集」モードに切り替えます。

表示機能
図面の全体表示や拡大表示が行えます。
 
編集機能
図形・寸法線・引出線の移動が行えます。
 
出力機能
ＳＸＦファイル・ＤＷＧ ファイル・ＤＸＦ ファイル・ＪＷＷ ファ
イル・ＪＷＣ ファイルへの出力、および、プリンタやプロッタへ
の印刷が行えます。
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7　地区エディタ

7－1　地区の作成

地区エディタは、『管網の設計』の入力を補助するための地区
情報を作成する専用ツールです。
本ツールで作成した地区情報を『管網の設計』でインポート
することにより、自動的に節点の属する地区を検索してコンボ
ボックスにデフォルトで表示できるようになります。
また、地区情報として座標情報だけではなく、名称や最大給水
量などの情報も入力することにより、『管網の設計』の[基本条
件]ダイアログにもデフォルトでデータがセットされます。

(Q1-15参照)
https://www.forum8.co.jp/faq/win/kanmouqa.htm#q1-15
プログラム側での入力を簡略化するために元図から予め地区
を作成しておくツー ルになります。

地区エディタプログラムより直接起動、『管網の設計』の起動
アイコンもしくは、<ツール>-<地区エディタプログラムの起動>
より、起動いたします。
サンプルデータ「Sample-ABC地区.FAE」を例題として作成し
ます。

基図画像
本設定は新規時のみ有効になります。

参照ボタンより、基図になる画像ファイルを読込みます。
<map1.tif>を選択します。

基図画像情報
基図として指定した画像ファイルの情報が表示されます。

スケール（1/S）
基図のスケールを入力します。<20000>
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メニューやスピードボタンを利用して地区を作成していきま
す。

<地区>-<新規作成>
左クリックを押して始点を決定し、移動しながらクリックして
地区となる多角形を作成していきます。

最後は終点のひとつ前の点を指定すると同時にダブルクリック
するか、または指定後に右クリックで決定を選択します。

プログラム内部で自動的に終点と始点を結んで地区としま
す。

地区の設定
地区の情報を設定します。
地区名：地区名を入力します。
描画色：地区を塗りつぶす際の色を設定します。

塗りつぶしパターン：塗りつぶしのパターンを選択します。

火災時最大給水量：火災時の1人最大給水量を入力します。入
力単位は、「リットル/日」です。

時間最大比：火災時の1人最大給水量×最大時間比で、平常時
の最大給水量を計算します。

地区人口：地区の人口を入力します。

平常時最大給水量：プログラム内部にて、火災時の1人最大給
水量×最大時間比で、平常時の最大給水量を計算します。

1日最大給水量：『管網の設計』では作図用のデータとなりま
す。単位は（m3/日）です。

大口給水量：『管網の設計』では作図用データとなります。単
位は（m3/日）です。
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7－2　地区の修正

地区が作成されました。

名前を付けて保存もしくは上書き保存で作業したデータを任
意の場所へ保存してください。保存後に地区エディタを終了さ
せてください。
(Q1-31参照)
https://www.forum8.co.jp/faq/win/kanmouqa.htm#q1-31

修正
修正したい地区の内部を左クリックして、修正する地区を選択
します。
地区が選択されると、[地区の設定]ダイアログが表示されます
ので、情報を修正します。

構成点の移動
移動したい地区の構成点●印をマウスで左クリックします。
移動したい地点で再度左クリックするか右クリックで決定を選
択します。
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B地区

構成点の編集
既存の地区について構成点を編集（座標修正、追加、削除）す
る場合に選択します。

編集したい地区の内部を左クリックして、地区を選択します。
地区が選択されると、[地区構成点の編集]ダイアログを表示し
ます。
選択された地区の構成点を編集します。
構成点を途中に追加したい場合は、挿入したいセルで[INS]
キーを押してください。
構成点を削除した場合は、削除したい点のセルにて[DEL]キー
を押してください。

B地区、C地区も同様に地区を作成します。
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C地区

A,B,C地区

A地区：紫色
B地区：桃色
C地区：水色
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8　ファイルの保存方法

ファイル-名前を付けて保存でファイル(*.FAE)を保存します。

メニューバーのファイル(F)より「名前を付けて保存（Ａ）」を選
択します。

任意のフォルダを指定して保存します。既存データを「上書き
保存」にて書きかえることも可能です。
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第3章　Q&A

Q1-1

A1-1

動水位が既知の節点が複数になるデータを1度に解析することは可能か？

可能です。
下図のように動水位が既知の節点を固定節点とした地区を作成します。

Q1-2

A1-2

動水位が未知で流入量が既知の節点を考慮することが可能か？

可能です。 
人口を0としていただき、加算分の流出量を負値で入力してください。 
ただし、本プログラムでは、1地区につき固定節点として動水位が既知の節点が 必ず1点必要ですのでご注意ください。

Q1-3

A1-3

加減圧を設定することができるか

現在のプログラムでは直接的に加減圧を設定することはできませんが、地区分けが可能である特色を利用して次のように
考慮することが可能です。
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図のように1地区で作成された管網があったとします。
ここで、赤丸の地域を減圧したいとして、節点6の箇所にバルブを入れるものとします。
このような場合には、節点6と同じ箇所に固定節点16を設けて赤丸の部分を別の地区とします。

節点6に1地区で計算した際の管路6-7の流量を加算分の流出量として設定します。 
 次に1地区で計算した際の節点6の動水位およびH.W.Lから減圧させたものを固定節点16に与えます。 
 以上の方法で減圧効果を見込んだ計算が可能となります。

Q1-4

A1-4

ある節点の動水位と全ての節点の流出量および流入量が既知であるが、事情により地区を分ける必要がある。
このような場合に、流入点を固定節点として設定するために動水位を知る方法はあるか？

例を挙げてご説明します。 
いま下図のような管網を考えていたとして、節点4と節点8を固定節点とするために動水位を知りたいものとします。

地区：A、B、C
固定点：節点4、4、8
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ステップ1：

地区BとCの管網と考えた場合に固定節点4から管路⑥を経て流出する量を計算します。

 

　　Q⑥＝C5+C6+C7-C8+C9

 

ステップ2：

地区Aの各節点及び節点4の流量は下記のように計算できます。

　Q2＝C2

　Q3＝C3

　Q4＝Q⑥-C4

 

ステップ3： 

管網（固定点1；　節点2,3,4； 管路①、②、③、④、⑤）に対して解析を行うと、節点4の動水位H4が求められます。

 

ステップ4： 

同様に地区BとCを対象として、ステップ１からステップ3の処理を行うことでH8を求めることができます。  

Q1-5

A1-5

時間係数（時間最大比）を管路ごとに設定することが可能か

管路ごとに時間係数を設定または自動計算する機能はございません。
 本プログラムでは、各流出点ごとに加算分の流出量を入力することができますので、地区で設定した時間係数から計算さ
れた流出量と各節点の時間係数 から計算された流出量の差分を入力いただくことで対処できるのではないかと考えてい
ます。
 加算分を正値、減算分を負値として入力ください。

 水道施設設計指針2000年版では、P428において時間係数の説明として、「計画時間最大配水量の時間平均配水量に対
する比率」とあります。
また、同ページの7.1.4の解説にて、「時間係数は、給水区域内の昼夜間人口の変動、工場、事業所等による使用形態、ま
た、観光地などの季節的 人口により変化し、一日最大給水量が大きいほどに小さくなる傾向がある」と記載されていま
す。
したがいまして、配水量に対する比率ですので、給水区域内で時間係数は一定であると考えるのが一般的であると考えま
す。

Q1-6

A1-6

計算を実行すると「繰り返し計算回数が最大値を超えた」というエラーが発生する

基本条件画面で設定されている最大繰り返し回数内で計算結果が収束しない状況となっています。
 最大繰り返し回数を増やして試していただき、それでも収束しない場合は同画面の[流量計算精度]を「0.01リットル/sec」
から「0.1 リットル/sec」に変更していただきますようお願いいたします。

Q1-7

A1-7

計算を実行すると、「消去過程のピボット値が非常に小さくなったため、全体システム方程式は解けません」というエラー
が発生するが原因は何か

つながっていない管路があるなど、データが「網」になっていない可能性があります。
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Q1-8

A1-8

プログラムの制限事項は？

主な制限事項は以下になります。
 最大地区数：20
最大管路数：9999
最大節点数：1地区あたり999節点
 管種テーブル：最大30種類登録可能

Q1-9

A1-9

[基本条件]の入力項目において、一日最大給水量と大口給水量は作図用データとなっているが、どこに反映されるのか

弊社製品ホームページのサンプル画像にあります「▼図面確認」をご参照ください。

http://www.forum8.co.jp/product/uc1/douro/kanmou-3.htm

Q1-10

A1-10

管網図を作図せずに解析のみを行う事は可能か？

可能です。
プログラム起動時に「初期入力」を選択し、「□管網図を作成する」のチェックを外してください。

Q1-11

A1-11

計算結果の流量が負の値になっているが？

マイナス値は、管路の始端と終端の逆向きに流れていることを意味します。

Q1-12

A1-12

複数の地区がある場合、地区をまたがる管路はどちらの地区の扱いとなるのか？

本プログラムでは、管路の始端側節点が存在する地区として扱います。

Q1-13

A1-13

管網の表現で、節点と節点間を曲線で表現できますか？

管路を曲線として定義することはできません。
ただし、管路を作成する際に中間点を複数設けることができますので、曲線のように表現することは可能です。

Q1-14

A1-14

図面で作図するものは何か？

以下のものを作図します。

(1)各地ごとに１つずつ作図
 　1)基本情報
 　給水人口、１人１日最大給水量、１日最大給水量、大口給水量、時間最大比
 　2)管理表
 　管路管理表（管路No.、始端節点No.、終端接点No.、管種呼称、口径、延長）
 　接点管理表（接点No.、地盤高、給水人口、備考）

(2)全ての地区を１つの図形として作図
 　1)平面図
 　基本情報（給水人口、１人１日最大給水量、１日最大給水量、大口給水量、時間最大比）
 　　固定節点情報（自由文字列２つ、HWL、LWL）
 　　節点No. (固定・流出点)
　　節点情報（地盤高、給水人口、流出点備考）
 　　管路
 　　管路情報（口径、管種呼称、延長、管路No.）
 　　流れの方向（矢印）
 　　管理表（管路管理表、節点管理表）

Q1-15

A1-15

製品に付属している「地区エディタ」とは何か？

本体プログラムで管網図を作成する場合でかつ地区が複数ある場合に、プログラム側での入力を簡略化するために元図
から予め地区を作成しておくツー ルになります。
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Q1-16

A1-16

水の流入口を複数設定することができるか？

本プログラムでは地区という単位を複数設定することが可能ですので、動水位が既知であれば地区を分けて設定いただく
ことになります。
 流入や加圧につきましては、Q&Aの「Q1-1」「Q1-2」「Q1-3」などもご参照ください。

Q1-17

A1-17

動水頭はどのような値か？

動水位(m)－管頂高(m)になります。

Q1-18

A1-18

基本条件入力ダイアログに確定ボタンがないが、どうすれば確定できるか

縦768ドットのディスプレイでは確定ボタンが画面からはみ出します。ダイアログはサイズ変更ができますので縦に小さく
してスクロールバーを下げていただきますと確定ボタンが表示されます。

Q1-19

A1-19

管路の一部が3D描画で表示されないが、どうすれば表示できるか

3D描画設定で倍率を調整してください。

Q1-20

A1-20

複数地区を設定したときどのように管路と節点を定義すれば良いか

地区の一番上流を固定節点としてください。また、1地区1個以上の流出節点を定義してください。

Q1-21

A1-21

節点/管網データ画面で、節点Noが重複している旨のエラーが表示される

入力時は節点毎に節点Noを割り振りますが、それぞれ異なる節点Noを入力してください。このとき、2つ目以降の地区に
同じ番号を入力してしまわないようご注意ください。

Q1-22

A1-22

計算時の入力エラーで、「地区No[n]の節点データが未入力です。[節点/管網データ]を確認して下さい。」と表示される

節点/管網データ画面にて、地区No[n]の内容を入力してください。
地区No[n]を使用しない場合は、基本条件画面で使用しない地区を削除してください。

Q1-23

A1-23

EXCELデータのインポートは可能か

直接のインポートには対応しておりません。部分的にであれば、「節点／管網データ」画面の表でコピー&ペーストの操作
が可能です。

Q1-24

A1-24

管路の一部もしくは全てはが3D描画で表示されないが、どうすれば表示できるか

3D描画設定で倍率を調整してください。
3D描画が全く表示されない場合は、オプション-表示項目の設定から描画モードを「描画しない」ではないものに切り替
えてください。

Q1-25

A1-25

管網配管だけではなく樹枝状配管の解析は可能か。

節点水頭法で計算しているため対応可能です。

Q1-26

A1-26

平常時合計流出量／火災時合計流出量に値を直接入力できるか。

直接入力には対応しておりません。合計流出量を調整する場合は「平常時加算分流出量／火災時加算分流出量」に値を
入力してください。

Q1-27

A1-27

任意の位置における動水圧は出力可能か。

結果確認または計算書にて各管路の動水圧が出力されます。
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Q1-28

A1-28

地区エディタで現在どの操作を受け付けている状態なのかが分からない。もしくは地区エディタで右クリックができな
い。

地区エディタには部分拡大・新規作成・修正・構成点の移動・構成点の編集・削除のモードがあります。画面下に現在の
モードが表示され、モード切替は右クリックや地区エディタ画面上のボタンから行います。現在のモードによりマウス操作
の動作が異なるため適宜画面下部のモードの表記を確認してください。

Q1-29

A1-29

地区エディタで多角形を定義している途中で、形状を誤ってしまった

多角形の定義中であれば一旦ダブルクリックにより形状を確定し、地区の設定画面で取り消しをクリックしてください。
地区の設定画面を確定した後だった場合は、モードを地区-削除へ切り替えの上で、削除したい地区をクリックしてくださ
い。

Q1-30

A1-30

地区エディタで地区を定義している多角形の形状を変更できるか。

構成点の移動モードで、地区を囲う多角形の頂点をクリックすると移動が可能です。また、構成点の編集モードで地区を
クリックすると表入力画面が表示されるので、地区の座標の直接入力も可能です。

Q1-31

A1-31

地区エディタで地区を全て定義したあと、いつソフトを終了していいのか

まず名前を付けて保存もしくは上書き保存で作業したデータを任意の場所へ保存してください。保存後に地区エディタを
終了させてください。

Q1-32

A1-32

管網図をGUI上で作成する管網図編集画面はどのように表示しますか。

新規作成時に、「管網図を作成する」がONになっていると、メイン画面左ツリーの節点管網データを1回目に開くときに
自動で表示されます。2回目以降は節点管網データ画面の左上にある管網図編集ボタンを押すことで管網図編集画面を
開けます。

Q1-33

A1-33

管網図編集画面はどのような機能ですか。

地区エディタと同様の操作性で、画像ファイルを基図としてGUI上で管路を作成する機能です。管路の線分を定義する際
には以下の手順を行います。
・管網図編集画面上で右クリックから管網-新規作成を選択
・管路の始点から順に節点を左クリックしていき、終点でダブルクリックする
・管網の設定画面が表示されるのでそれぞれ適切な値を設定して確定
・全ての地区を定義し終わったら終了をクリックする

Q1-34

A1-34

管網図編集画面で現在どの操作を受け付けている状態なのかが分からない。もしくは管網図編集画面で右クリックがで
きない。

管網図編集画面には座標原点・部分拡大・新規作成・修正・削除・中間点の編集・始終端入れ替え・節点移動のモードが
あります。画面下に現在のモードが表示され、モード切替は右クリックや管網図編集画面上のプルダウンメニューから行
います。現在のモードによりマウス操作の動作が異なるため適宜画面下部のモードの表記を確認してください。

Q1-35

A1-35

管網図編集画面で管路を定義している途中で、形状を誤ってしまった

管路の定義中であれば一旦ダブルクリックにより形状を確定し、管網の設定画面で取り消しをクリックしてください。地区
の設定画面を確定した後だった場合は、モードを管網-削除へ切り替えの上で、削除したい管路をクリックしてください。

Q1-36

A1-36

管網図編集画面で定義した節点の座標を変更できるか。

節点の移動モードで、地区を囲う多角形の頂点をクリックすると移動が可能です。また、構成点の編集モードで地区をク
リックすると表入力画面が表示されるので、地区の座標の直接入力も可能です。

Q1-37

A1-37

管網図編集画面で管路を全て定義したあと、どのような操作を行えばいいか

終了を押すことで節点管網データ画面へ遷移するので、そのまま終了ボタンを押してください。次に表示される節点管網
データ画面で取り消しを押すと管網図編集画面での入力も含めて取り消しとなることにご注意ください。
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Q1-38

A1-38

管網図編集画面で管路を直線で定義したが、曲がっている管路に変更したい

中間点の編集モードで該当する管路を選択し、始端節点と終端節点の座標を参考に曲がる箇所の座標を入力してくださ
い。

Q1-39

A1-39

管網図編集画面で管路を定義したあとに設定内容を変更したい

右クリックメニューから「修正」をクリックすると選択モードに切り替わります。その状態で修正する管路を選択すると
「管網の設定」画面が開きますので変更が可能です。「指定位置付近で管路データを見つけられませんでした」と表示さ
れる場合は再度管路の選択をお願いします。

Q1-40

A1-40

畑など人口は0だが、水を使用するところの設定はできますか。

本プログラムでは人口×1人あたりの最大給水量で節点流出量を計算するため、畑などでの水の使用量により換算した人
口を設計者判断で入力いただく必要がございます。

Q1-41

A1-41

基図に使用できる画像ファイルはどのような形式ですか

tifファイル、jpgファイルに対応しております。

Q1-42

A1-42

図面を保存したい

図面生成後、画面左の編集ボタンをクリックしてください。画面上部にファイルメニューが表示されるようになりますので
そこから形式を選択し保存してください。

Q1-43

A1-43

計算が通らない事例はありますか

特殊な条件では計算が収束しない場合があります。例えば水の供給が不足しており全ての管路に水が届かない条件では
計算が収束しないことがあります。

Q1-44

A1-44

本線と枝線で異なる時間係数を設定して計算させることは可能でしょうか？

管路ごとに時間係数を設定する機能はございませんが、地区を分けてそれぞれの地区に異なる時間係数を設定すること
は可能です。

Q1-45

A1-45

すでに作成した管種テーブルを別のデータで使用することはできますか。

管種テーブル画面で保存と書かれたボタンを押すと入力内容をデータとして保存することができます。保存した管種テー
ブル(PNTファイル)は読み込みボタンを押すことでインポート可能です。

Q&Aはホームページ(http://www.forum8.co.jp/faq/win/kanmouqa.htm)にも掲載しております。
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